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前後の張りだしなど、詳細なテーブ前後の張りだしなど、詳細なテーブ

ルにより、各社のハウスルールに対ルにより、各社のハウスルールに対

応。Word入力された数式もMC-Smart応。Word入力された数式もMC-Smart

の数式変換機能によりスピーディーの数式変換機能によりスピーディー

な編集が可能。モリサワのリュウミな編集が可能。モリサワのリュウミ

ンの字形をベースにしたフォントをンの字形をベースにしたフォントを

付属しているため馴染みの良い美し付属しているため馴染みの良い美し

い数式の提供が可能です。い数式の提供が可能です。
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とし、スピーディーかつ美しい組版を提供
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